




をいただいて大変うれしいです」と感想を
語ってくれた。

手作りの販促物で
おすすめポイントを訴求

陳列スペースは正面玄関前。来店した
お客さまに「うわー、何かやっている」と驚
きを与えるために、天井高を生かした高さ
に加えて、商品カラーとカルビーの企業イ
メージを意識した赤を基調に、迫力ある演
出を展開した。
竹内さんは「パッと見て目を引くような

ボリューム感が出る売場を作るために、吊
り下げPOPなどでわかりやすく目立つ演
出を心がけました。お客さまからも陳列作
業中に『何ができるの』と声をかけていた
だくなど、楽しんでいただけたと思います」
という。
細部にもこだわっており、売場中央で

「フルグラ」のおすすめポイントを紹介す
る手書きPOPも、竹内さんの手作りだ。

もうひとつ目を引くのは、ヨーグルトや
牛乳などチルド商品とのクロス展開だ。
小河さんは「日配の売場にシリアルを少
量配置することはあるのですが、今回は主
従逆転というか、飲料メーカーさんの冷
ケースをお借りして、ヨーグルトとPBのフ
ジ牛乳を売場に配置しました。実際の食

シーンにマッチした提案をする
ことが狙いでした」という。
完成した陳列は、他部門の

スタッフからも好評を博した。
「すごい、きれい、などといって
もらえたので、手ごたえを感じ
ました。自分でもスマホで写真
を撮って今でも時々見ていま
す。そして次もがんばろう、とい
う思いを強くしています」（竹内
さん）
小河さんも「今回は納得の

いく陳列ができましたし、結果
も高く評価していただけたの
で、成功事例としてみんなに

とっていい経験になったと思います。次に
参加するときも怖くない。やればできる、と
いう自信を持って取り組むことができると
思います。今後はメーカーさんの提案を待
つだけでなく、雑誌でコンテスト情報を見
つけたら、こちらから応募していきます」と
意欲を語ってくれた。

シリアル強化の部門戦略にマッチ
朝食ニーズの掘り起こしを図る

フジグラン北島店が立地する北島町
は、徳島市のベッドタウンとして人口増加
傾向にある、徳島県でも有数の発展エリ
ア。人口密度も高く集積度の高い足元商
圏を持つ。
今回のコンテストでは、同店

食品課長の小河未明さんが
主導して参加を決定。その動
機について小河さんは「北島
店の菓子部門では、2016年
度の強化カテゴリーとして、シ
リアル全般を強化しようと考え
ていました。健康・美容ブーム
で『朝食を摂ろう』というトレン
ドが強まっており、そうしたニー
ズをさらに掘り起こそうという
のが狙いでした」と語る。
年間売上目標値は大胆に

前年度比200％に設定。その
中で今回のコンテストを知り、応募を決意
した。「コンテストの受賞事例については、
いつも雑誌で拝見していましたので、いろ
いろ研究し、何とか日本一を目指そうとい
う気持ちで取り組みました」（小河さん）
陳列の方向性は小河さんのほか、菓子

部門担当の竹内佳子さんと主任の齋藤
公貴さんを交えた3人で相談しながら考え
た。「きれいでボリューム感があり、つい商
品に手が出るような売場を目指しました。
他の店では絶対やらないくらいの目立つ
演出に挑戦したいと思っていました」（小
河さん）
竹内さんも「これほど大きな陳列を作っ

た経験があまりなく、コンテストへの参加
経験も少ないのですが、初めて大きな賞
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赤を基調に高さのある販促物の展開でダイナミックな売場を
実現。チルド商品とのクロス展開やていねいな情報訴求な
ど、細部にも工夫をこらした見事な受賞陳列

左から、フジグラン北島店食品課長 小河未明さん、同店菓
子部門 竹内佳子さん、カルビー㈱中四国支店営業3課 河
野雅栄さん
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日 本一をめざして
受 賞事例を研究
食 提 案や情 報訴求を
重視し た売場を実 現
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